
 

秋田県関村における歴史地形と象潟地震被害の復元 
蝦名裕一*（東北大学災害科学国際研究所）・今井健太郎（海洋研究開発機構） 

§1. はじめに 

文化元年６月４日（グレゴリオ暦 1804 年７月 10 日）

に発生した象潟地震では, 由利郡・飽海郡を中心と

した家屋倒壊や海岸部の津波被害が生じた. その中

で, 由利郡関村の被害について,「下居堂」の下まで

一面水となったとする史料『長岡斎藤与五右衛門記

録』にある記述から, 羽鳥(1986)では４～５ｍの津波

高，都司ら（2015）は下居堂下の河岸標高値に基づ

き 10 ｍの津波遡上と評価した. 関村には，関財産管

理組合所蔵『関村伝来文書』による象潟地震前後の

史料が残されており，当時の関地区の地形，集落の

状況と象潟地震による被害状況が記されている． 

本報告では，関村に保存されている史料に基づい

て，象潟地震による被害像について分析する.  

§2. 『関村伝来文書』と象潟地震 

『関村伝来文書』は, 代々関村の名主を務めてい

た須田勘兵衛家に伝来した文書群である. この中で, 
「当六月四日之夜大地震ニ付潰家死人馬書上帳

（控）』には, 象潟地震による死者８名, 死馬３頭, 集
落 64 軒のうち「潰家」44 軒, 「大痛家」16 軒, 「中痛

家」６軒が記されている. また 1848 年（弘化５年）に作

成された『前々川欠地震荒所帳』の中に, 「文化元子

地震崩荒所」という記載があり, 地震によって棚田の

崩壊の被害が生じていたことが確認できる.  
§3. 関村の歴史地形と象潟地震の被害 

『関村伝来文書』の中に, 1714 年（正徳 4 年）に作

成された村絵図が存在しており, 江戸時代における

集落の様子, 道路や川筋の位置を確認することがで

きる. 家屋について現在の関地区でヒヤリングを実施

したところ, 絵図に記された 68 軒のうち, 現在までに

51軒の屋号が残されており, その位置を特定すること

ができた. 確定した家屋の位置をもとに, それ以外の

家屋についてもその位置推定が可能となった.  
また, これらの屋号のうち, 先に挙げた『当六月四

日之夜大地震ニ付潰家死人馬書上帳（控）』で「潰

家」「大痛家」「中痛家」の被害をうけた家屋と共通の

ものが同名のものが 51 件存在した. これらの情報を

まとめたのが図１である. これをみると家屋の破損被

害はまばらに分布していることがわかる．関村の沿岸

部は浜堤が発達しており，その高さは 8 m を越える．

また,奈曽川河口部の集落も 7 m 程度の標高となる．

もし，津波によってもたらされた被害であれば，沿岸

近くに被害が集中することになるはずであるため，関

村集落の主な被害要因としては, 強震動によるものと

解釈できる． 
この被害状況を考えると，都司・他（2015）の津波

高 10 m は過大評価と考えられる．また，奈曽川右岸

の田地の標高は 4 m 以上であるため，「長岡斎藤与

五右衛門記録』にある描写を再現するためには，関

村沿岸の最低地盤高が 6.5 m 程度であることを踏ま

えて，5～6.5 m 程度であったとするのが自然であ

る． 
§4. まとめ 

『関村伝来文書」の史料分析からみえてくる象潟地

震における関村の被害は, 強震による家屋倒壊およ

び棚田の崩壊による耕作地の被害であり, 『長岡斎

藤与五右衛門記録』にみる津波は, 海岸部の砂丘に

よって防がれ, 集落に侵入することはなかったと考え

られる.  
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図１ 村絵図に基づく関村の歴史景観と象潟地震の被害 
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